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　　1引日　実難所事務室にあ〕て卑茸会主催オ。

　　　1月千日

二Eルタル天井の一部がはげ’右吉、2年号水滴一（大水才事りの卒のタイノレチ“’に111リ」一六。こ”自考本一

大槽室には100名位のλ端者がいて、みえな乙ゼ■つくリLたが童し1λ場者識弘員にはネ忠害は

なかつた。

　　1月色臼　大林組の陽未工事毛一応終り斉藤崎ミ南ノ在によるエアーりフ1一政付工事が本

日よリ肺陣含寸氷庄一。

　　∫月ヲ日　　工事の完成したa水手書にzカコニ述二層zぺ二〔サ．土左「）㍑た。

　　5月’0日　ノH…一割こ水丸水箇所も若干あるガ、明後日の若成j式を一望えて、こiiしλ上0ば

ナ事枇兼舳ので、魚族のλ梢左はじ’あた。

　　岬〕日目畑に引釧、て鮒の入桃フプげた・飼諏は夜色徹川乍銚っブけ

走。瑚まで㌧陸もせず’、、作肯で1よこ丑11た脱着かえで、郁まま、落成式11熔んだ1射あフた

事勢のオで’七足手不足のため臼の去ある柱し打一あフ走、，糸し孝し1全員の協力／こよって、若

鰍式の大4紅の目途の’フ〕主事はよろこf丈しし1事て1±～ちつた．。

　　1月12日　午前11時よ吠物鰭・二脚こ去い・ブ毒悌蕃成氏左挙行け。文部省よりは

対山和雄大学謀長．京都文学よりは総長ほか本都周係7名I歳雌4名．理孝部事務室よリぽ

郁、其舳エ事鰍者．微夢鋼係者、弥肘遭、、」1申幻麦来一 D継職者．枇幼
η0名参列，式は宮地会長の挨拶、宮谷塩募の工事報奈役総長視締．丈排石村・レ大学課長

榊・自淋綱辞・白浜鮒総長率辞があつn千秋研に執僚脇に右／iて珍撮

影山鮒確案～2時十よリ寄宿創こ洲て祝宴を問碓け。双宴は14一．時前郷し、14

時半よリ、牙子別名汗究室に右〕て熔時委員硝奏会を用催＝した。

　　1月け白　執館着曳り彼露のため．オ白自決財在住制こ眼リ無料λ場を許可する。べ

人σ川とぢ天気に凄ま北てλ場肴は多しげで一’素っ六カ1■、町民ル）募者はあ主リ多く在カi・フた。

　　　　　　　　　　　　　　　一一（73）



3ε阜度1多 日　（溶　剛一季濁壁糸巻含言と、4表

日時　聯1H年1月121ヨ　1千時3σ分～1』時
場　所　　東邦大学瀬戸鵬着実蕨所掲肩子会議室

出席者　　官地会長，孝尾委員、浦委員一内海委員，山脇委員、布椎委員、大鵬妻貞

　　　　　咳野性事、官谷遊事，一レ上9名　　　　　　　　　司、1一　㌔漂見事脊貞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宕己

1．　詔妻長の議事”末定

　o．議題素の田1東宝

2．　委員の租介と委員。監事の麦代

　o．。私麻義貞の退任の報告一と後任委員としτ、I宵邦大孝理孝部華塀長神佐大晦蟹民を細分

　2〕。浅野蛙事の据索により、高谷往事は．率学部事務長として執行弟の卓娯にあ一るρで

　　〆　　　埠封口よりも領としての材鉦1で一たカ1’って宮谷蜻は委劉こ・大！晦

　　　貞は遊著にキ机ぞ■考。走定する。

3　　新館竣工報告ビ違が工事の承認

　け工事栂泥　19い毎テ月8目地鎮祭を行しI、大林紅と契約調印左行う芭完成榊0

　　　月j与臼予定のところ、ら月2ヰ日の豪雨と，r月！ら日の一紅室戸台風の被害を

　　　剣ナ、†らに検・査の閑二水ヰ）水があっ大た抄ユ幸州唯におく火、j2月29日に

　　　水槽漏フ雌査を終了し．大協盈よリ刃雇しを度げた。

　刃、当初更約高

　　　丈孝ぽ亙　　　　　　　　　違多ξ1工事　　　　　　　グ4一、7η0，000円

　　　　　　　　　　　　　　電気工事　　　ヰ．300，000円

　　　布蒋蜥三商店　　　　　綱た火ユ事　　　　　　　2，863’000円

　　　　　計　　　　　　　　　21号守33，00σ円
　3．動ロエ表

　　　耀覧証柵計　　　　　　ム着0／000円
　　　♪麦工報壱、費乙ギ達加工芽を承据

斗　　　1961年産コ邑加チ鼻のイ牛

　ρ垣加歳入　　　　　　　　　3．3σ0，00岬
　4迫切歳・払　　　　　　　　　　3．30σ．σO岬

ワ≠）



　3）　直和室宏予碧鍾責

　　　短存邦　　　　　　　　　　（科日内くみ柱〕
　　　1；，婁　月号者戸　　　　　　3，3・0σ，Oσσ円

　　　　　　　　　　　　　　3，300，000円

　　連切予算は原案週リ町ス

∫　実験所内諸施設政善寄附工事の件

　D　受電室．自家発電室及吏電言地籍工事費　　　　2斗O万円

　　　等ケ館増薬と二水’二桁東循えつけ予定の水メ密亜度≠周師設イ講のため、大さ往電力左往要ど

　　　する。こ牝仁ヒわ呑って，吏；を室，一高圧も．≦oσU必受電設・蹄、受電設備およべ’、

　　　一30K．、／．ハ宮家発電室ガンψ壌となってくる。

　　異議なく承認

　旦）実、験声∫丁構内電本主立てカ1えユ幸膏　　　　　　　∫8万円

　　前記受電謹循の変更ノこと毛なU、か加てシワアリの層メ音で一1並てかえのための経脅。

　　　この方は固り一子箪て’’やらなげ水1よ’なζなレiカ1ら、予・箪指」遭をこうずること’とし、・寄件

　　　承認を保留

　こ3）　学生宿舎．一炊事用結湾設備工事費　　　　　　　ら年万円

　　　破損した風呂釜左修理し、謙老て重油自動焚末イラーによる伶男設備の劫設。

　　承認と決定

ら　　京都大学瀬．戸惰為実験声ケを財酢乏人への繊細1えにつ〕て．

　　　汝人化するたあには、相当タ頼の資金ヵ｛ソ坐雇了’．劣ること。

　　　文飾省大学課の意向で1ば、堕奔が走るまで’待て」と0杖冴て．’ぷろので’、試人イとへの姐

　　痛抄1えは禽身周延期ヒな身者、宮谷妻貞よリ報告口
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◎豪鰭ボーK壱水揚は、内弐フづパー水砕、コングザト壁のアケぴ叙けるれ

　　　当分の河、碍穴循農ビ勅旗列静水茎づ浮駆才る、，下］へ4と熱寮淡水襲一）は止水（・

　　　　丁々～肝は河放、戎芯飼育。

ω　　　　　　　　　　L

◎

◎

◎

◎

◎

◎

芯11こ死亡亡，クマシき、　　　い一十’｝　　　　、

宏序人擦のアむ小ツぱ、1、ばん禿，気、ゼ飼商■洛（入机て洲烹蕉餌11エビ；へぜ

牽簿）奏夜腕、泰寿嚢して二いるらしい。

ノ・く　一V024水薦のクエ（クぎ0伽紐譲ク葺）のかス病・がみ沙くな／ザ仏わ

取、の、状態になった糺産．翰餐による猜疑、1（蔵前し、際々に厨復しつ㌧ある。

／、〃，ナ・ハ2水槽姦から・諭鐘へかなノjの．水族奏勲しだので、両水槽室の一

却養摸勅ミえする。わ〕、2水槽窒の舞ばけを妻く守るため、舳“～3ポの

3束4欝（エビ萎逐一又葛＝）と、んブ037の扱しバvトマ弓高（’妻肇脅コ珪動物取密〉玄疾瞭誉し一

言．堕行ビする。

ノ）、一！6．、熱帯淡水桑鱈鏡）保澄ど藁発防止奏がねてこ、逐帽・猛ビ板φ蓋奏敢相する

。この農累、累鯵に高かっ仁章水草書晦の湿衰岐小な4低上下した。

ノ…9d水薦独蛾醐鳩（辮細Z・岬禁込ヒづ一3奉鯛・エア
・リフトによる楓拷を新楓〕

八2o水藻降下のためへ嚢類I案般に・掌紋パよくなっ㍑でウミ似仔亀、庫

上水構（好打緒領一）をのる・き糠餌1よ3ヨす（！・阿にする‡、

。）、2！舷講薄暮影1これまで、小型のトロ箱を舳て：いた出不潔なのQ六

一ロー引パ〉卜i二音麦、マナ榎也新しく手製する。

ノ、2λ　　動物園下の残で麗水撤察ム今ヨウ4一…1う一ニベ方ソフ・、ソ公づ類、ビパシ

ョウジ菩、製帯従の小豪伏俄麹線宣下の嵩禰玲かな4惣冬し（｛、1るのを罷め得た

づゲ㌔ネ解の奥一翼良く〉、りこん互いるのG書家禁≡困一妻窪である。

ノ、26　モンかラ万ワ八キーζ小脇）／尾び低温ρた韓霧会て前葉に打ち察せ

られ（いるの奏探察、d水懲こ／♪。山（二暖房申．）に収義した沢図鷹辻すノ、2ダ

化し

砧，堺漕よ！に下ゲゲ伽机8）糾溜、須抑刀・・が祥事1（大き＜、リ・．・繕

σ）人気室猿打孔鯛に犬き蝸靴傷力ぐ砧秋阿痩の尾令は砧1

ノ＞、27．犬、I履、よ4熟常淡水実く種23尾遥倣入4音

／、29　丁《の緯岐ノぐ灯観（育豪転秋発主二し蓉化σ）煩寓があるの。、

　　　　　　　　　　　　　　　一一　一（9σ）



　　、代っ。引用ぺ酵類（2蝸到着、且坐エム土と、7朴｝ゴ
　　ス・ズ七レークス、垂！ミ望．1コ芝蔑承7アシアク。ス、各5’尼）一、を’嚢示旦

◎雑水族室軸て・岬昨入飢た主変一水族砧液の創雫あるっ

韓入

藁　　類’

寒替控動物

ネコサソ　　す又カホメ　　大穴桓　　亦：1シサソ　　シロ’咲メ　　ド
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公イ　コシ書ウ女イ’ハ々タテ安イ　ニサ・ダーづ　ミキマキ
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ア刀・ケツ　アン丁ウ

ゲがアシかニ　イかク・りかニ　マツ八なニ　ブシマかニ

ハユエビ　かノフイ妃コニビ　ーウ今ワエビ　アズ’）イな　た

　　　　　　ミすりイ．か　　コーサイ幻．・
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一∵llデ戸111111≒∴

　　　　　　　　　　　丁
　　　　　　　　　　　　一…■　山
　　　　　　　　　　　　ツケ挾二一、アオサミウシ

◎ノ員引冒窺蕉観駄構K恢醐帥⑦勤鵬誌計274種2，220翅体以上6
　　その阿訳は下記の一重り

　　　　　　　　　　　　　　　イ・ノやン手ヤク類　8麗　　二〔ビ類．　　　ノ0榎

　　灯イxン類　　　　ノ・　　イシサ〉コ類I　　9・　　ヤドかり類　　　《・
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　　　当初σ）設計（ば、葵・．二隻8に砂一狐蝦込遂れるの着商ぐためのネット々貞、フづルグ

　　一外化の上酢’けに敢付けられ（峠む1，キノ鯛⑦★トでは、フイルダ外粋

　　と永鷹底∠ピの陵河がら、一「∠・んビん砂が郷込まれて、摺肉は一葱の纐すむりピ引）．、

　　痘銚・こる四斗い状態になつlt。

　　ぞ二こ一旦、吋べ（り）フペレ板一を取外し、下面に地ネット7を張りつけ、薫姐・ソト

　一した．。藁棚K剛峠沙は親心す翌（、ゲづ1ξ．0番の末・バ叱盈11三する微粒尋が狐な

　　晴るので、新たにか読嚇奏と収也、亨枇フづ1レ仏鮒くれ難敵遼く

　　敬いた上に翻破老φせる方法をとった。ご一れでエプ）ブトによる苑琳の蝦上塗’応院

　　がれ、循環千ストの燕累てば、渉Xれ④置後1こ永摺の奥の砦親蝿之ない佳仁洩って

　　／咋海水が、豹仏舎耳綱後i二貞充分観勤（た之る謡でi（淳他帥㍍

　　た㌧・しこれぱ、物理釣な浩三置だけし」か行われ（（三ない逃⑫ピ老衰ら机るの口（施油層

　　師バクチりアはかなく∠む妊・ソト護一通部しないくナ制（初き牡さ則叱され乙し）

　　る）永賓の低下を防ぐためピ、コンクリート崎フォルダー床粋のア’ク教きφ芹めに・

　　帯菰穴蔚氷奏街胃した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二｛1、一

　　棚kついて；水族鎮付近芯蔓副（屠られる浜砂底詐軌・こまかべ一、糞佐葡積当

　　り⑦表雷積が大きいから、これ奏潅肪に＝黒いた楊脅、瀧1遇掲の牽柱面積当～」⑪施璽劾J

　　牽は非靭（大きい。その代り壇氷がわるいから、蒐遇稽の壷葡積が小さ首望る篇高段

　　、研零の轟水量の滋水奏痘蟹す会二とが鵠泰な＜なる。内武ワイルダーの落育は、鰯

　　膏永腐の底衝の文却貸が走蛭撰ビいえるりけで一走過商寝妖蕩しく文き1㌦（これが

　　増武の末警な測藁6もある）従。て㌧今Φヒころ洗粉屈通水が悪くなっ（エアリフト

　　の薦氷琶が触る舵ね蝸11が、今後、融⑦銅嵩・酸け純、滋馳鰯の籍一

　　票1、遜氷於悪＜怠るので。、勅も表面の撹祥、汚物の清掃を額繁に仔ねね庚愈らない。

　　絶享⑦荒い粉套罵いた鶴倉臥鈎（箪植蕎積当り①苑通勤秦ぽ寒いが・苑鑑膜⑰形成

　　による潅埋遜漢の減り右蚊かく、従フて：長期葡誉⑦揚含手厳かか〉ら貞いθヌ済遇ベ

　　クテりアが十分1（物き出技段、か貧む荒い砂6低、親勝におとら槍効累が得ら：れるあ

　　（みさき公富永諺…鎮で弐奮苅をz～ξ伽⑦上水道溺珪渉奏爾し。1て、カ鱗漂慈得（い

　　る）

　　海砂引粒玖と薮諜琶の繭頴段循援戎鋼着氷橿1（とウて，髭也重要な河題否苫るから、

　　台俊翼に研究する必婁がある。

皿　新永薦⑦氷賃にっし〕（

　　菊舘援舳一峰水榊維、腫、円財姻⑦勧鯛放弐勧く蓋・掬し（い



るため、河講のゼれピ殆んビ落。なべ、コ〉々り一トやフイ1レター床梼のアクの影

欝は憩められない。
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　　京物書ち＊鱈

　　　　涙H

海ド

座　　　　　　　37胃

亙　新永穏での飼育杖況

　ノ、ρ．黒味、戸正丁⑦高水椙段ク冨求蒐組潮鋳当冒⑫状態窒艦持し水族はすべて健康

　　と思われる。

　2d永衡の△亙必3ξ夏段承観奄あ。た献、ノ9貼／）始めた暖渚の劾簾迷

　　なく残念な伏も胃沫遂でド金孝宇荻宕した自搬

3碍水槽⑦タカア〉ヒ減、頁未遂重に々尾と魯／雌観、印（よって撰観髪に文き

　　意差があるが、金弗が領二についてloる。慧た、ノ4胃ノゲ貫仁入薦したエ．二しユウ

　　3尾、ノ6胃）＼本書のコニ地9匹ぽづくいにノ、気套奏…めたカミ・何れ逃　7通常互玖商

　　に死亡した。

仏H水橿　膚譲舳30永鷹より移し斥文マ刷3昆臥覆槽後3冒薗、体茨1・勘

　　髪②粘液醸1望複ひ、完疑がなかったが、次労に回復一し氷構献広いので、見違える

　　ぽビ、薦琵な行動をビるよら1：こなった。

　　6雄三は輝緯よ～j姦し仁ノ、4例の揮俸④のほかにノ2冒年俸人／仰乙とノ6，Z憎〕

　　誓亡個体は被膜η損傷のほかに．角靭」しマみると・何机毛背露赫？つけ辰の苛勿

　　1計蝋ざ夢㌍帖濠、二言駈宇㍑牽葦鷲軍の中に群
　　　　　　　　　　　　　　　一一一・“パ）



　曇書／3税622戸〈象⊃＠⑦2尾が入棺、この刺・詞村きしているのは・＠だIけである

　伏、3尾と記長期飼吉の星込十分と一思われる。

　。八く牛　む〉パ手ぱx擦和紅’通頼、人影に杢孤えて：、稽の’隅に壕簾している

　こllピぴ多狐。た炊・次女に男1閉亡き戸おり・蒼糸ト度・歩イナきニックに図潅して：

　観蔓き基恋叱るよ。になっ兵。6ρ庭甲、クエ＠ヒ噸’まれて死亡したノ傾棒塞のぞ

　き、伺■れ幼完気逼塞る。

　ぺ皿嚢段輸送に弱い水うガ・ソ、ラ将けメ．か篶＝1二足亡したリけ6粒は蓉淳串。

51∵∴・、〕上ニュ・ぱ，〃貫2明ヰ・ぺ」lll11業突喫帖紅茜護してあ北批芯・

　，’　ト・ピ　　1・1≡、、　狽く　ノ河素までに文事が死亡。年タi也半叙に減じたO
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v蒸彰麦承桑に。いく
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　式オざ’タフ．ル蒸気暖房琶け“w）窪絹蒙し亡素っ仁伏、．下女へれ透水水族）は
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　一＿々一かネ啄τなの番、ピっ法主立下ノ～4の牽和警ご司∠i（サーモスダソトと挺込ヒ’

　亭一をセツトし永箭2ぎθとにづ累つ仁。

　叱、、、て　衛、1’1誇氷嚢の圭該（ある、イトミこ丞1（乙旦三）は・葡紀地方6段

妻荻1三れ茗、ミらす当勅ばむ撚藁1ニニ文楚赫った状、z①後拷；・塚憲、茜舶湊
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◎！2」獅ﾌ隻己象　（o9勝観測）

　　爵水轄室（氷濫・此蔓帥∫0，2ζ水棲）
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’魚」入戸

　　　　　　’丁長　旬　串　旬

]敏川　　ク「　・
ア　■
9

室長乙℃）じ二”叉2～ノ2・ミス2～肘
@　　　　　　　ト∴一ノ、汽〃、ど弓ろ、、水厳（で）工・…1＿土・／仁ノ入棚コ　　　　　　　　　2き、93～肱6Z　2ζ側～狐6？砥Wヘマぐ以杜　重ζ必）　　　　　　　　　　　2吉、0γ　　　　　孤、吉7　　　　2女呑4

’入声・

ふザ ハギ～ノぶ似 〃、参6～ノJ、河
水　癌（セ）

τξ一
　　　・…一　　．　　　　　　午’、

n　　重6ω㌫）

。し■・＾“・

Qぶ ふ以．外9タ．㌻辛鉦κ、

囃嘯P皿
阯帖｛

ノノ、参6～ノJ、δr6

ふ、以

…（9・）



綴

。壁一　　．感＾・一．

ざ、

1｛

邊　　　　葦：　　　一；鱗・

．’

落N岨蟹
義一．穫萎萎萎

鯉靱哩嬰鯉委譲…“髪一

鞠曇　’

撚納

新露室長

プ

中央二：体懇望、右1新r水椙室，右端：出口、左端…旧貯標本展示窒

茅潴宋惚厭一座遜騎およびD～H水槽　　各木椿与1こ上剃乙タイトル（主な枚春動物名）

を局1一ザ、聾亦オわの説明オ灰ばずラ入両の下1乙言いてある．

卓上水槽（65c肌×50cmx35c肌水指8個）
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　　　　　　　　H水槽正面

八マチ・かン1〈子の群泳、中来下は六クエ左端は六ダイ，

．氏T’

　一・1集

。．

�S

G水槽のタカアシが二とイサキの群
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作案室北側：圧搾空気、画然海水、冷暖房衰昧の紛k（気）竃

が集っ榎稚な阻菅1こなっている、中夫1乙みたる四角の木枠iσ機械．

室の換気孔

．1｛

p・

　　　　　プ皮下援こ冬ぢよじべ7、イノレg一一一5＼

中夫止方は株村な、童に桑（口＾タリー一7・ロアー）が肥七る

左側は紛剃三水主琶
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末　　訪　　縁

1月21日 KK電通穴頂、支社梅塩功氏外三石水族館魚類撮影のに幻未蕗．

亨不 正

12月分母轍業務栂晩即．67，6δの一部を訂正．いたしますから本居発送分どお綴じ

カ、亡いたナどきプとく二ねカミ㌧、……気しまつ’．
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